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ページ 箇所 誤 正
88 問題 1　図 1 6 Ω 6 A

89

問題 2
4行目 電流I Aを 電流I [A]を

問題 2
図 2中 ↑Vpq ↓Vpq

99 最下行 波高率= 最大値実行値 = 波高率= 最大値実効値 =

107 例題　4行目 ω [Rad/s]のとき ω [rad/s]のとき

115
例題　4行目 I1=AV2+DI2 I1=CV2+DI2

例題　7行目 上表の結果を 上式の結果を

175 問題 1
選択肢ル (L1+L2)

di
di

(L1+L2)
di
dt

215 例題　3行目 これら図において これらの図において
例題　12行目 直流電流系の 直流電流計の

231 問題 2
下から 1行目 電流計A0を 電流計A1を

232 1行目 電流計A0に 電流計A1に
233 問題 2　解答 ⑶̶ニ，⑷̶イ，⑸̶チ ⑶̶ル，⑷̶イ，⑸̶ロ

234

1行目 が成立する． が成立する．A1の内部抵抗は，⑸
で示すように 0.495Ωとなるので，

2行目
50

R2 + 50
 × 5 =

0.495
R2 + 0.495

 × 5 =

3行目 R = 2 450 2.45 × 10−3 R2 = 24.75 － 0.495 = 24.255

4行目 一番近い値はニとなる． 一番近い値はルとなる．
8行目 2 450 ＋ 0.495  2 450.5 24.75 ＋ 0.495  24.75

下から3行目
= 

1.5

0.495 + 
10 × 2 450
10 + 2 450

 
 

 0.143 5

= 
1.5

0.495 + 
10 × 24.75
10 + 24.75

 
 

 0.197 3

下から2行目 = 

10 × 2 450
10 + 2 450

 × 1.5

0.495 + 
10 × 2 450
10 + 2 450

 
 

 1.43

= 

10 × 24.75
10 + 24.75

 × 1.5

0.495 + 
10 × 24.75
10 + 24.75

 
  1.40
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1行目 =
1.43

0.143 5
 = 9.97 =

1.40
0.197 3

  7.1

2行目 10 － 9.97 ＝ 0.03 Ω 10 － 7.1 ＝ 2.9 Ω

3行目 図 3が一番誤差が少なく 図 2が一番誤差が少なく
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